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1. 目的 

環境微生物が生物地球化学的過程に果たす役割

は極めて大きく、放射性核種の移行に対しても大き

な影響を及ぼすと推定されている。そのため、土壌

中における放射性セシウム及び放射性ヨウ素の長期

的な挙動を予測し、更にその移動を制御するために

は、それらに対する環境微生物の影響を理解する必

要がある。そこで本研究では、環境微生物群集評価

技術の基盤構築を行い、これを用いて以下の 2 つの

サブテーマを実施する。 

1) 土壌中ヨウ素動態に強い影響を及ぼす微生物機

能の解明 

長半減期核種 129I（半減期 1600 万年）は核燃料再

処理等の原子力施設から環境中に放出され、周辺の

土壌表層に沈着する。土壌溶液中ヨウ素の増減は、

土壌中ヨウ素動態に強い影響を与えるため、環境中

におけるヨウ素の挙動を調査する上で、その実態を

把握することは極めて重要である。そこで本研究で

は、これまでに当研究所で行われた研究から、微生

物の寄与による土壌溶液中ヨウ素の増減が示唆され

た現象について、微生物学的手法を用いて解析する

（環境科学技術研究所 2013, 2014）。 

2) 高いセシウム吸着能力を持つ有機態リン酸資材

の実用化 

これまでに、安価かつ重金属やシアン化合物を含

まない農業現場で使用可能なセシウム吸着資材とし

て有機態リン酸資材の開発を行ってきた。本資材は

水溶液中から 99%以上のセシウムを除去することが

可能である。本資材の実用化に向けて、特性評価と

実用化に向けた改良を行う。 

 

 

2. 方法 

1) 土壌中ヨウ素動態に強い影響を及ぼす微生物機

能の解明 

a) 環境中における土壌溶液中ヨウ素の増減に対す

る土壌微生物の寄与を評価するため、放牧地表層土

壌を対象として調査を行った。滅菌したφ5 cm x 

5cm の土壌コアを用い、放牧地表層土壌 0〜50 cm 

を層別に採取し、土壌化学性分析、土壌溶液化学性

分析、土壌ヨウ素酸化活性解析、ラッカーゼ活性解

析、微生物群集構造解析に供試した。 

b) これまでの結果から放牧地や草地よりも雑木林

や森林の方が土壌中ヨウ素の移動性が高い事が示さ

れており、これには微生物の寄与が示唆されてきた

（環境科学技術研究所 2013, 2014）。そこで草地と

森林から土壌を採取し、採取当日の土壌、採取後１

週間 20℃で保存した土壌、採取後１月間 20℃で保存

した土壌を、125I-の分配係数の算出に供試した。ま

た同条件で調整した土壌溶液の上澄み液の化学性分

析を行った。 

2) 高いセシウム吸着能力を持つ有機態リン酸資材

の実用化 

 資材の特性評価として、pH、競合イオンの存在量

を操作し、各種条件における資材のセシウム吸着能

力を評価した。また実際の環境サンプルとして環境

水を用いた場合における資材のセシウム吸着能力を

評価した。さらに土壌鉱物を共存させた場合におけ

る資材のセシウム吸着能力を評価した。これらに加

えて、資材の改良を共同研究者とともに行った。 

 

3. 成果の概要 

1) 土壌中ヨウ素動態に強い影響を及ぼす微生物機

能の解明 



a) 放牧地表層土壌において、土壌溶液中に有機態ヨ

ウ素が高い割合で存在するという現象が確認され、

微生物の酸化作用や溶菌、微生物分解の寄与が強く

示唆された。平成 27 年度は、メカニズムの解明を目

指し研究を継続し、また環境微生物群集評価技術に

よるヨウ素酸化遺伝子の解析を行う。 

b) 採取当日の土壌を用いた 125I-の分配係数は、これ

までの研究と同様に森林の方が草地と比較して低い

値を示した（図１、環境科学技術研究所 2013, 2014）。

しかし採取後１週間 20℃で保存した土壌ではその

差が縮まり、採取後１月間 20℃で保存した土壌では

さらにその差が縮まった（図１）。このことは 20℃

で保存したことによって土壌の生化学性が変化し、

その結果として溶存有機態ヨウ素の存在割合が減少

した事によると考えられる（図１）。平成 27 年度は、

対象土壌種を増やし、本現象の一般性を評価すると

ともに、本現象を生化学的観点から、特に微生物学

的観点から検証を行う。 

2) 高いセシウム吸着能力を持つ有機態リン酸資材

の実用化 

 各種条件における資材の吸着特性を評価した。そ

の結果、酸性から弱酸性条件であれば環境サンプル

であっても本資材はセシウム吸着能力を示した。平

成 27 年度は、さらなる特性調査を継続するとともに、

資材の改良を行う。 
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図 1 森林および草地土壌の 125I-の分配係数（Kd）と上澄み液の化学性分析結果 




